目標達成のための取組
水質の保全･水量の確保に係わる取組
水質の保全･水量の確保のための取組を表 5.1に示す。

[bookmark: _Ref88156803]表 5.1　水質の保全･水量の確保のための取組
	項目
	№
	取組メニュー
	取組の概要
	実施主体

	
	
	
	
	国
	府
	市

	[bookmark: _Hlk80021496]水質の
保全
	A1
	下水道の整備や接続の促進
	下水道整備の推進と接続率の向上を図り、家庭や事業場等から流入する汚濁負荷※を削減する。
	
	●
	●
	枚方市、交野市、寝屋川市、四條畷市、東大阪市、藤井寺市、大東市、門真市、柏原市、八尾市

	
	A2
	下水処理場における適正処理
	下水処理場において引き続き適正処理を行い、汚濁負荷を削減する。
	
	●
	●
	大阪市、守口市

	
	A3
	合流式下水道の改善
	合流式下水道の改善対策を実施し、雨天時の汚濁負荷を削減する。
	
	●
	●
	大阪市

	
	A4
	事業所排水対策の徹底
	規制対象工場･事業場※に対し、水質汚濁防止法及び上乗せ条例等に基づく排水規制※の遵守を指導する。
規制対象外の工場･事業場に対しては、下水道への接続や放流水質改善等の啓発を行い、工場･事業所等から流入する汚濁負荷を削減する。
	
	●
	●
	大阪市、守口市、枚方市、寝屋川市、東大阪市、八尾市

	
	A5
	生活排水対策(啓発・教育)の推進
	下水道未整備地区や未接続世帯(接続率が低い地域)に対して、浄化槽の適正管理や家庭でできる生活排水対策などの啓発を行い、家庭から流入する汚濁負荷を削減する。また、寝屋川の水環境の現状等に関する啓発を行い、水環境に関する住民意識の向上を図る。
	
	●
	●
	全12市

	
	A6
	底泥の浚渫
	河川や水路に堆積している底泥を除去し、水質改善を図る。
	
	●
	●
	全12市

	
	A7
	流域住民等と連携した水路等の水質改善の推進
	河川に流入する水路等において、流域住民やNPO、企業等と連携した水質改善を図る。
	
	
	●
	全12市

	水量の
確保
	B1
	他河川からの浄化導水
	淀川・大川からの導水、寝屋川から古川への導水を行い、水量の確保を図る。
	●
	●
	●
	大阪市

	
	B2
	地下水の導水
	地下水の導水を行い、水量の確保を図る。
	
	●
	●
	寝屋川市、柏原市

	
	B3
	下水処理水の利用
	下水処理水を活用し、水量の確保を図る。
	
	●
	●
	大阪市、東大阪市、大東市








水質の保全の取組
下水道の整備や接続の促進(A1)
実施主体：大阪府、枚方市、交野市、寝屋川市、四條畷市、東大阪市、藤井寺市、大東市、
門真市、柏原市、八尾市
[bookmark: _Hlk80026382]家庭や事業場等から河川に流入する汚濁負荷を削減するため、下水道整備を推進するとともに、下水道整備区域において下水道接続率の向上を図る。
寝屋川流域の12市のうち、大阪市、守口市以外は下水道整備率※、下水道接続率(図 5.1)が100%に達しておらず、下水道未接続世帯が存在する。そのため、下水道整備を推進するとともに、下水道接続率を向上するため、以下のような取組を実施する。
【下水道接続率向上のための取組例】
・下水道への接続促進の広報(広報紙への掲載、ビラ配布等)
・下水道接続費用の助成制度の充実
・下水道未接続世帯への訪問･郵便等による個別啓発
[image: ]











整備率＝下水道整備区域内人口/流域内行政人口、接続率＝下水道接続人口/流域内行政人口

出典：大阪府資料(下水道室資料)

[bookmark: _Ref80376424]図 5.1　各市の下水道整備率及び接続率(R2年度末時点)



下水処理場における適正処理(A2)
実施主体：大阪府、大阪市、守口市
下水処理場から河川に流入する汚濁負荷を削減するため、引き続き下水処理場において下水の適正処理を実施する。
寝屋川流域に処理水を放流している下水処理場は10施設あり(表 5.2、図 5.2)、寝屋川流域の晴天時流入水量の約8割を下水処理水が占めている。下水を適正に処理し放流することで、寝屋川流域の水質保全を図る。

[bookmark: _Ref80379045][image: ]表 5.2　寝屋川流域に処理水を放流している下水処理場






[image: ]








＊流域外であるが、H11から寝屋川に放流


[image: 屋外, 草, 電車, 建物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]竜華水みらいセンター









出典：大阪府HP


[bookmark: _Ref88320873]図 5.2　寝屋川流域に放流している下水処理場の位置


[image: ]合流式下水道の改善(A3)
実施主体：大阪府、大阪市、(守口市) 
合流式下水道から河川に流入する汚濁負荷を削減するため、合流式下水道の改善対策を推進する。(守口市は完了済み)
合流式下水道の整備区域(図 5.3)では、雨天時に雨水と汚水が混合した下水の一部が処理されずに河川に放流され、水質悪化要因の一つとなっている。そのため、平成15年度に下水道法施行令が改正され、寝屋川流域においても合流式下水道の改善対策が実施されている。この対策を実施し、雨天時に流入する汚濁負荷の削減を図る。

大阪府(寝屋川流域下水道)[bookmark: _Ref88146998]図 5.3　合流式下水道の整備区域

大阪府では合流改善対策(表 5.3)として、｢雨水沈砂池※のドライ化｣、｢増補幹線※の活用｣、｢分流区域※の切り離し｣を進めており、この対策を実施し、雨天時に流入する汚濁負荷の削減を図る。

[bookmark: _Ref88321029]表 5.3　大阪府の合流式下水道改善対策
	対策
	対策内容の概略

	雨水沈砂池を貯留施設として有効利用(ドライ化)
	･雨水沈砂池に貯まった下水を降雨終了後、下水処理場に送水し高級処理することにより、汚濁放流負荷量の軽減を図る。
･雨水沈砂池を空(ドライ)にすることにより、小降雨時には貯留施設として働き、汚濁放流負荷量の軽減に効果がある。

	増補幹線を貯留施設として有効利用(渇水期に活用)
	･雨水ポンプ場から河川に未処理で放流される降雨初期の汚濁負荷の高い下水を一時的に増補幹線に貯留し、降雨終了後、下水処理場に送水して高級処理して放流することにより、汚濁放流負荷量の軽減を図る(渇水期に活用)。

	分流区域の切り離し
	･分流区域の汚水と合流区域※の汚水を混ぜることなく水みらいセンターで処理することにより、汚濁放流負荷の削減を図る。



大阪市
大阪市では合流改善対策として、｢雨天時下水活性汚泥処理法※の導入｣、｢凝集傾斜板沈殿処理法※の導入｣、｢雨水滞水池の建設｣を実施している。このうち｢雨天時下水活性汚泥処理法の導入｣と｢凝集傾斜板沈殿処理法の導入｣については実施済みとなっているため、｢雨水滞水池の建設｣(表 5.4)や既設施設の能力増強を実施し、雨天時に流入する汚濁負荷の削減を図る。

[bookmark: _Ref88321043]表 5.4　大阪市の合流式下水道改善対策
	対策
	対策内容の概略

	雨水滞水池の建設
	降雨初期の汚れた雨水を捕捉する貯留池を整備する。





事業所排水対策の徹底(A4)
実施主体：大阪府、大阪市、守口市、枚方市、寝屋川市、東大阪市、八尾市
工場･事業場から河川に流入する汚濁負荷を削減するため、事業所排水対策を実施する。
規制対象工場･事業場に対しては、水質汚濁防止法及び上乗せ条例等に基づく排水規制の遵守を指導する。また、規制対象外の工場･事業場に対しては、下水道への接続や放流水質改善等の啓発(図 5.4)を実施し、工場･事業所等から流入する汚濁負荷を削減する。
[image: テキスト

自動的に生成された説明]










出典：大阪府HP(小規模事業所排水対策のしおり)
[bookmark: _Ref89864217]図 5.4　事業所排水対策(規制対象外事業所への啓発資料)

生活排水対策(啓発・教育)の推進(A5)
実施主体：大阪府、全12市
[image: ]寝屋川流域の下水道接続率は98.6%(R2年度末、図 5.1)に達しており、大部分の生活排水は下水道により適正処理されて河川に放流されている。しかし、下水道に接続していない家庭の人口が約3.7万人であり、下水道に接続できない地域のうち生活雑排水を未処理で放流する単独処理浄化槽とくみ取りの人口が約2.6万人となっている(R2年度末、図 5.5)。これらの家庭からの生活雑排水が流入する河川や水路では、水質悪化の懸念がある。また、浄化槽については、所期機能を発揮させ、良好な処理水質を確保するためには、適正な維持管理(保守点検、清掃、法定点検)が必要である。
[image: ]そのため、下水道未接続世帯(もしくは接続率が低い地域等)に対して、下水道への接続の啓発を実施し、家庭から流入する汚濁負荷の削減を図る。また、下水道に接続するまでの間や下水道未整備地区で浄化槽を使用する[bookmark: _Ref88128045]図 5.5　寝屋川流域の各市の排水処理形態別人口(R2年度末)
出典：大阪府資料(下水道室資料)

場合は、浄化槽の適正管理や家庭でできる生活排水対策などの啓発を実施し、家庭等から流入する汚濁負荷の削減を図る。
さらに、寝屋川流域の水環境の現状等に関する啓発を実施し、住民意識の向上を図る。

【生活排水対策の啓発等】(図 5.6)
・浄化槽設置者へのチラシ配布
・広報紙等による啓発
・総合学習への支援
・流域住民と連携した水質調査
・パネル展示・チラシ配布
・大阪府チャンネル(YouTube公式チャンネル)による配信(情報発信)など

[image: 屋内, テーブル, キッチン, 冷蔵庫 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: テキスト, 新聞, 覆い, 多い が含まれている画像

自動的に生成された説明]出典：大阪府資料(パネル展示・チラシ配布状況)









[image: テーブルの周りに集まっている人々

中程度の精度で自動的に生成された説明]








出典：柏原市HP
  (生活排水対策 なんしょうDAY開催状況)



[bookmark: _Ref89865507]図 5.6　生活排水対策の啓発等



底泥の浚渫(A6)
実施主体：大阪府、全12市
河川や水路に堆積し、水質汚濁の要因となる底泥の除去(浚渫)を実施し(図 5.7)、水質改善を図る。
[image: ][image: 建物, 屋外, フェンス, 橋 が含まれている画像

自動的に生成された説明]







出典：大阪府資料
出典：大東市資料


[bookmark: _Ref88136591][bookmark: OLE_LINK1]図 5.7　底泥の浚渫

流域住民等と連携した水路等の水質改善の促進(A7)
実施主体：全12市
河川に流入する水路等において、流域住民やNPO、学校、企業等と連携した水質改善を図る。
河川や水路の水質保全や水質改善の啓発等を行うため、市街地を流れる水路において、堆積物の除去など流域住民等が実施できる水質改善の取組を実施するとともに、環境学習の場として提供するなど流域住民、NPO等と連携した取組を実施し、水質改善を図る。
【市街地における水路の水質改善の取組例】
・水路の堆積物除去(清掃)
・流域住民、NPO、学校、企業等と連携した環境学習など




水量の確保の取組
淀川等からの浄化導水(B1)
実施主体：国、大阪府、大阪市
淀川から寝屋川、寝屋川から古川、大川から城北川･寝屋川への導水を実施し、水量の確保を図る。(図 5.10)
淀川から寝屋川、寝屋川から古川への導水[bookmark: _Ref84527646]図 5.8　古川導水路の吞口部
寝屋川
古川導水取水口
H22に取水口を改築し、寝屋川の水位が低下しても導水が可能となった。

寝屋川の水量を確保するため、淀川の水量が一定量以上確保されている時に、寝屋川導水路を利用して淀川から寝屋川への導水を行っている。また、自然流量が少ない古川の水量を確保するため、寝屋川･萱島橋上流に堰を設け(図 5.8)、寝屋川から古川への導水を行っている。
これらの導水を実施し、寝屋川、古川の水量の確保を行う。
大川から城北川･寝屋川への導水
大川からの導水は、城北川の大川接続箇所にある大川口水門と寝屋川接続口にある寝屋川口水門を潮汐の干満に合わせて運用し、大川の水を城北川、寝屋川に導水している。(図 5.9)
[image: ]この運用を実施し、城北川、寝屋川の水量の確保を図る。
[image: ]






出典：大阪府資料

[bookmark: _Ref88641611]図 5.9　大川から城北川・寝屋川への導水方法
これら淀川等からの浄化導水を実施するとともに、導水の実施にあたっては、モニタリング及び必要性の検討を併せて実施する。

地下水の導水(B2)
実施主体：大阪府、寝屋川市、柏原市
恩智川沿い２箇所、寝屋川流入水路沿い１箇所の計３箇所(図 5.10)において地下水の導水を実施し、恩智川及び流入水路等の水量の確保を図る。

[bookmark: _Ref88140624]図 5.10　淀川等からの導水及び地下水導水の実施位置

下水処理水の利用(B3)
実施主体：大阪府、大阪市、東大阪市、大東市
自然流量の少ない寝屋川流域では、下水処理水の一部が隣接する河川や水路だけでなく、河川の上流側や市街地等に設けられたせせらぎ水路などに導水されており(表 5.5、図 5.12)、水質の改善や景観改善など寝屋川流域全体の水環境改善に寄与している。
この取組を実施し、流域全体の河川や水路の水量を確保し、水質や景観等の改善を図る。

[image: ボートに乗っている少年

低い精度で自動的に生成された説明]御領井路②








出典：大東市HP

[image: ]今川③









出典：大阪市資料

[image: 建物, 屋外, 水, 男 が含まれている画像

自動的に生成された説明]平野川分水路
平野下水処理場の導水④

下水処理水の導水







出典：大阪府資料

丸数字は表 5.5、図 5.12と対応

図 5.11　下水処理水の利用状況


表 5.5　下水処理水の浄化導水等の実施状況(R1年度末)実施主体：下水処理水を利用するための導水路を整備した事業者

	№
	実施主体
	放流先(合流河川)
	最大流量
(m3/日)
	導水開
始年度
	導水目的
	導水元処理場

	①
	東大阪市
	鴻池井路(寝屋川)
	3,000
	H16
	河川浄化･維持用水
	鴻池水みらいセンター

	②
	大東市
	御領井路(古川)
	3,000
	H16
	河川浄化･維持用水
	鴻池水みらいセンター

	③
	大阪市
	今川･駒川(平野川)
	30,000
	S57
	せせらぎ河川浄化
･維持用水
	平野下水処理場

	④
	大阪府
	平野川･平野川分水路
	39,000
	H13
	河川浄化
	平野下水処理場

	⑤
	大阪府
	寝屋川
	170,280
	H11
	河川浄化
	渚水みらいセンター

	⑥
	大阪府
	平野川
	69,000
	H22
	河川浄化
	竜華水みらいセンター

	⑦
	大阪府
	讃良川(支川)(寝屋川)
	528
	H23
	河川浄化
	なわて水みらいセンター

	⑧
	大阪府
	上川(上流)(寝屋川)
	1,056
	H23
	河川浄化
	なわて水みらいセンター

	⑨
	大阪府
	上川(下流)(寝屋川)
	1,056
	H23
	河川浄化
	なわて水みらいセンター

	⑩
	大阪府
	寝屋川第十二水路(寝屋川)
	4,368
	H23
	河川浄化
	なわて水みらいセンター

	⑪
	大阪府
	岡部川(寝屋川)
	76,000
	H22
	河川浄化
	なわて水みらいセンター

	⑫
	大阪府
	長瀬川(第二寝屋川)
	8,640
	H23
	河川浄化
	竜華水みらいセンター

	⑬
	大阪府
	楠根川･八尾市市街地水路等(第二寝屋川)
	17,280
	H23
	河川浄化
	竜華水みらいセンター

	⑭
	大阪市
	大正川(平野川)
	3,700
	H24
	せせらぎ河川浄化
･維持用水
	竜華水みらいセンター



[bookmark: _GoBack][image: ]





















[bookmark: _Ref84254364][bookmark: _Ref88141762]図 5.12　下水処理水の導水位置

[bookmark: _Hlk80023014]河川の景観・生活環境の改善に係わる取組
河川の景観･生活環境の改善のための取組を表 5.6に示す。

[bookmark: _Ref80784149]表 5.6　河川の景観・生活環境の改善のための取組
	項目
	№
	取組メニュー
	取組の概要
	実施主体

	
	
	
	
	国
	府
	市

	[bookmark: _Hlk80022768]河道内のごみ
対策
	C1
	ごみの発生源対策の推進
	ごみの発生源対策(発生抑制･流域での回収等)を実施し、河川に流入するごみを削減する。
	
	●
	●
	全12市

	
	C2
	流域住民、NPO、学校等による清掃活動の支援
	清掃道具の貸し出しや清掃活動の際の保険加入の助成、アドプト･リバー･プログラムの活用、恩智川クリーンリバープロジェクトの実施など、流域住民やNPO、学校、企業等による河川域における清掃活動への支援を実施する。
	
	●
	●
	全12市

	
	C3
	水面清掃の実施
	河川管理者や行政等が河川域において浮遊ごみ等の回収(水面清掃)を実施する。
	
	●
	●
	大阪市、大東市

	
	C4
	啓発と教育
	ごみ対策に係わる啓発看板の設置や清掃イベント等を実施し、ごみ対策に係わる啓発を実施する。
	
	●
	●
	全12市

	スカム
対策
	D1
	底泥の浚渫
	底泥浚渫により汚濁が進行した底泥を除去し、スカムの発生抑制を図る。
	
	●
	
	

	
	D2
	フラッシング運転の実施
	合流式下水道において、フラッシング運転を実施し、降雨時に河川に流入する汚濁負荷を削減する。
	
	
	●
	大阪市

	
	D3
	スカム発生の実態把握と発生抑制対策の検討
	大学等の研究機関と連携し、監視方法の検討、スカム発生機構を把握する。その結果を踏まえて、薬剤散布やエアレーション等のスカムの発生抑制対策を検討する。
	
	●
	●
	大阪市

	
	D4
	スカムの発生監視等
	スカムアラート※を活用してスカムの発生監視(モニタリング)を実施し、スカム発生時には船舶による破砕等の対策を実施し、景観や生活環境への影響を低減する。
	
	●
	
	







河道内のごみ対策の取組
河道内のごみ対策は、これまで流域住民による清掃活動など河川域でのごみの回収を主に行ってきたが、河川域に流入するごみの削減、すなわち流域における発生源対策の推進が必要不可欠と考えられる。[bookmark: _Ref84414176]図 5.13　ごみの発生プロセスのイメージ

ごみの発生源対策は、｢大阪ブルー･オーシャン・ビジョン実行計画｣や｢おおさか海ごみゼロプラン｣などの関連計画においても推進されている。
河道内のごみの発生プロセスのイメージは図 5.13に示すとおりであり、人々の生活や経済活動等により発生するポイ捨てごみや非意図的に散乱したごみなどは、家庭や事業所から市街地などに排出されると、散乱し回収しにくくなる。そして市街地などから河川域に流入するとさらに回収が難しくなるなど、プロセスを経るごとにごみは広がり回収コストが大きくなる。
そのため、まずはごみをできるだけ発生させないことが重要であり、発生したごみについては発生源により近いところで回収するのが効率的となる。

ごみの発生源対策の推進(C1)
実施主体：大阪府、全12市
ごみの発生源対策(発生抑制･流域での回収等)を実施し、河川に流入するごみを削減する。
ごみの発生源対策は、｢ワンウェイプラスチック※の使用量削減｣、｢街中や道路沿道等におけるごみの散乱防止｣、「街中や道路沿道、河川敷での散乱ごみの回収」の視点から、流域住民や企業等、様々な関係者の協力を得て、以下のような取組を実施し、流域から河川に流入するごみの削減を図る。

ワンウェイプラスチックの使用量削減
○行政の率先行動
府や各市の職員がマイボトルを日常的に携帯することを推進するとともに、会議やイベントの開催にあたっては、ペットボトルなどの使い捨てプラスチック容器を使わないようにする。
また、マイバッグを携帯することにより、レジ袋の使用削減を推進する。
さらに、物品を購入する際には、個包装していない物品の購入や配送時の過剰包装を控えるよう依頼するなど、プラスチックごみができるだけ発生しないよう努める。

○マイボトルの利用促進
イベントやSNS、広報誌等でマイボトルの携帯を呼び掛けるなど、ペットボトルの使用削減を促進する。

○レジ袋の削減
レジ袋有料化によりエコバッグの普及が進んでいるが、さらにレジ袋を削減するため、小売店等と連携し、幅広い年齢層に継続して啓発することで、流域住民によるレジ袋の使用削減を促進する。

○簡易包装・詰め替え・量り売り等の促進
流域住民が持参するマイ容器（食品、飲料、洗剤等日用品の容器）で購入した物やサービスで提供される水を持ち帰ることができる飲食店・小売店を紹介するなど、流域住民に使い捨てプラスチックを使わないよう働きかけ、使い捨てプラスチックの使用削減を促進する。

○行政が主催するイベント等におけるリユース※食器の使用促進等
府や各市が主催イベントの開催に伴うワンウェイプラスチックの使用削減に努める。
また、府や各市が後援するイベントや補助事業等におけるプラスチックごみの削減、グリーン調達など環境に配慮した取組の実施を求めていく。
各種イベントにおける環境に配慮した活動内容については、広くPRし、参加者への意識啓発や情報提供に努める。

街中や道路沿道等におけるごみの散乱防止
○自動販売機横の回収ボックスからのペットボトル等の漏洩対策の徹底
自動販売機横の回収ボックスからのペットボトル等の漏洩対策の徹底に向け、関係団体と連携し、ペットボトルなどの漏洩防止の啓発を実施する。

○家庭ごみ集積場等からのごみ漏洩対策の推進
各市において実施している散乱ごみ対策に繋がるカラス防止ネットの貸与等を引き続き実施するとともに、カラス防止ネット等の使い方のチラシの作成や配布をするなど、正しい使い方の周知徹底や河道内のごみ等にかかる啓発を実施する。

○自動車関係団体等と連携したトラックドライバー等に対するポイ捨てごみ防止に向けた啓発
自動車関係団体等と連携し、トラックドライバー等に対するポイ捨て防止の啓発を実施する。

[image: テキスト, 新聞, 冷蔵庫 が含まれている画像

自動的に生成された説明]○重点対策地域における啓発看板等の設置
ごみの散乱が目立つ場所を把握し、重点対策地域を整理した上で(表 5.7)、ポイ捨て防止看板(図 5.14)や監視カメラの設置など、地域に応じた対策を実施する。



[bookmark: _Ref88325834]図 5.14　流域全体で統一的なポイ捨て啓発看板



[bookmark: _Ref88146017]表 5.7　重点対策ポイントの例
	場所
	重点的に取り組む対策の内容

	中央分離帯
	啓発看板等を設置、監視カメラの設置

	公園
	啓発看板等を設置

	ごみ集積所
	地元自治会等と協議の上、啓発看板等を設置

	水路敷き
	地元自治会等と協議の上、啓発看板等を設置

	住宅地から離れた人の少ない場所
	地元自治会等と協議の上、啓発看板等を設置



街中や道路沿道、河川敷での散乱ごみの回収
○地域団体等による美化活動の活性化
地域団体の活動状況や活動を通して直面している課題などを共有する場(ワークショップなど)を定期的に設け、地域団体の交流の促進や各団体の活動の活性化を図る。
また、企業や大学等と連携し、幅広い年齢層の参加が期待できるイベント等を企画・実施するなど、美化活動の活性化を図る。

流域住民、NPO、学校等による清掃活動の支援(C2)
実施主体：大阪府、全12市
河道内のごみを削減するとともに、流域住民等の河川美化に関する意識向上を図るため、流域住民、NPO、学校等による清掃活動への支援を実施する。
流域住民等による清掃活動に対しては、アドプト･リバー･プログラムや各市の助成制度を活用して清掃道具の貸し出しや清掃活動の際の保険加入の助成等を行っている。寝屋川流域におけるアドプト･リバー･プログラムの登録団体は36団体ある(R3.4時点)。また、寝屋川市が実施している｢クリーンリバー寝屋川作戦｣や大阪府、大東市、東大阪市、八尾市、柏原市が連携して実施している｢恩智川クリーンリバープロジェクト｣(図 5.15)など、流域住民やNPO、学校、企業等による河川域での清掃活動への支援を行っている。
アドプト･リバー･プログラムのような支援を実施するとともに、流域住民やNPO等と連携した清掃活動を推進し、河道内のごみの削減や美化意識の啓発等を図る。
[image: 屋外, 草, 電車, 跡 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 草, 屋外, 建物, フェンス が含まれている画像

自動的に生成された説明]








出典：寝屋川市資料

[bookmark: _Ref90054013]図 5.15　流域住民による清掃活動
(左：恩智川クリーンリバープロジェクト、右：クリーンリバー寝屋川作戦)


水面清掃の実施(C3)
実施主体：大阪府、大阪市、大東市
寝屋川及び第二寝屋川等において河道内のごみ(浮遊ごみ)の回収作業(水面清掃)を実施する。
[image: ダイアグラム, 設計図

自動的に生成された説明]大阪府、大阪市では、河川域を航行する船舶の安全確保を目的として、寝屋川及び第二寝屋川等(図 5.16)において浮遊ごみの回収作業を実施しており、この水面清掃による平成24年度から令和元年度のごみの回収量は、寝屋川流域以外の河川(大川、堂島川、土佐堀川、木津川)での回収分も含めて年間75t～140t(平均102.5t)となっている。また、大東市においても、年10回程度、ボートを用いて河道内のごみの回収(図 5.17)を実施しており、最大でごみ袋180個程度/年のごみを回収している。



[bookmark: _Ref89878462]図 5.16　大阪府、大阪市による浮遊ごみの回収範囲
(寝屋川流域外を含む)
[image: ][image: 水, 表示, 電子機器, ボート が含まれている画像

自動的に生成された説明]





出典：大東市HP
出典：大阪府･大阪市資料

[bookmark: _Ref89878492]図 5.17　府市による水面清掃

[image: ]啓発と教育(C4)
実施主体：大阪府、全12市
ごみの問題はすべての流域住民が関係するため、住民一人ひとりの行動変容を促すことが重要であり、啓発と教育は重要な役割を担う。その点を踏まえ、以下のような取組みを実施する。

SNSや広報誌など様々な媒体を活用した情報発信出典：youtube
[bookmark: _Ref88147984]図 5.18　啓発動画(R3年度作成)

ごみの散乱防止対策重点地点において実施した取組内容や取組効果を広く情報発信することで、啓発看板や監視カメラの設置等の取組を加速させ、ごみの発生を抑制する。
また、協議会で作成した啓発動画(図 5.18)等の啓発資材の紹介や、イベントの開催状況等について、SNSや市広報誌等での定期的な情報発信を実施する。

清掃イベントやエコツーリズム等の環境イベントにおける啓発
各市において実施されている清掃イベントやエコツーリズム等の環境イベントの場において、浮遊ごみ対策などの観点を盛り込むことで、住民一人ひとりの生活スタイルを見直す機会となるような啓発を実施する。
また、企業や大学等と連携し、幅広い年齢層の参加が期待できるイベント等を企画・実施し、美化活動のさらなる活性化を図る。

環境教育の実施
ごみ問題の解決に向けては、現世代において最大限の発生抑制と回収・処理に取り組むことに加えて、将来世代を担う世代に向けた環境教育が非常に重要である。そこで、教育機関等と連携し、学校現場等で積極的にごみ問題を発信し、ごみが発生しないような生活を心がける、ポイ捨ては絶対にしないなど、意識醸成やライフスタイルの定着を図る。

流域統一デザインの啓発看板の設置（再掲）
ごみの散乱が目立つ場所を把握し、重点対策地域を整理した上で、ポイ捨て防止看板や監視カメラの設置など、地域に応じた対策を実施する。

美化活動で回収されたごみの組成調査の働きかけ
河道内のごみの実態や発生プロセスをより正確に把握することは、効果的な発生抑制対策を検討・実施することにつながり、河道内のごみ量削減に資すると考えられる。
そこで、ごみの種類や量を把握する「美化活動ごみ調査カード(図 5.19)」の活用を、流域住民、NPO、企業等による美化活動に働きかけ、河道内のごみの組成を把握するとともに、この調査結果を広く情報発信する。
[image: ダイアグラム, 設計図, 概略図

自動的に生成された説明]
[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]













[bookmark: _Ref87946149]図 5.19　美化活動ごみ調査カード(組成調査カード)

スカム対策の取組
底泥の浚渫(D1)
実施主体：大阪府
スカム発生や水質悪化の原因となる底泥を浚渫により除去し、スカムの発生抑制等、河川環境の改善を図る。
[image: 建物, パワーショベル, 屋外, 輸送 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 川の上の橋を走る列車

低い精度で自動的に生成された説明]







出典：大阪府資料

図 5.20　底泥の浚渫(平野川)

[bookmark: _Ref80784413]フラッシング運転の実施(D2)
実施主体：大阪市
合流式下水道において、フラッシング運転を実施し、スカムの原因と推測される雨天時の汚濁負荷を削減する。
合流式下水道の雨水沈砂池では、雨水放流後に汚水混じりの雨水が滞留するため、通常運転を行うと、次の雨天時に汚水混じりの滞留水が河川に放流されることになる。
そのため、晴天時に河川水を雨水沈砂池に引き込み、汚水混じりの水を下水処理場に送り出し、雨水沈砂池の滞留水を河川水と置換するフラッシング運転を実施し、雨天時の汚濁負荷を削減し、スカムの発生抑制を図る。
また、フラッシング運転を効果的に行うため、雨水沈砂池入口に可動堰を設置する。

スカム発生の実態把握と発生抑制対策の検討(D3)
実施主体：大阪府、大阪市
大学等の研究機関と連携し、スカム監視方法の検討、スカム発生機構の把握を実施する。その結果を踏まえて、薬剤散布やエアレーション等のスカムの発生抑制対策を検討する。

スカム発生の実態把握
スカムは、河床に堆積し粘着性を持った底泥が、嫌気化※に伴い発生するガスの作用などにより剥離･浮上したものであるが、これまで詳細な観測データがなく、スカムの発生場所や発生のタイミングなどの実態が把握されていない。
効果的にスカム対策を実施するためにはスカム発生の実態把握が必要となるため、複数カメラによる連続モニタリング(図 5.21左上･左下)等を実施し、スカム発生の実態を把握する。


スカムの発生抑制対策の検討
汚濁負荷削減策を実施しても完全に汚濁負荷をなくすのは困難であり、スカムの発生源となる底泥の浚渫は引き続き実施する必要がある。しかしながら、作業期間やコストの観点から一度に実施できる浚渫には限界がある。
そのため、府では令和２年度より作業性や経済性に優れた薬剤散布等の底泥改善対策を検討し、現地における試行実施を行っている(図 5.21右上)。この取組を実施し、効果的なスカム発生抑制対策を検討する。

スカムの発生監視等(D4)
実施主体：大阪府
スカム対策として、(1)～(3)に示した対策や実態把握等に取り組むとともに、河川パトロールによるスカムの発生監視を行い、スカム発生時には船舶による破砕措置などを速やかに実施し、河川の景観や生活環境への影響を緩和する。
また、河川カメラによる常時監視画像にAIを用いた画像解析を組み合わせてスカムの発生を監視する｢スカムアラート｣を運用している(図 5.21右下)。大学等の研究機関と連携し、このスカムアラートを含めたスカム監視技術を検討する。
[image: ボートに乗っている人たち

自動的に生成された説明]定点カメラの設置例(日吉橋)
スカム抑制対策(薬剤散布)の試行実施

[image: 川の上の橋

中程度の精度で自動的に生成された説明]




[image: テーブル, 食品, カウンター, 容器 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
[image: 川の上の橋

中程度の精度で自動的に生成された説明]スカム発生時の画像例(城見橋 R3.5.18)

薬剤

[image: QR コード

自動的に生成された説明]
出力例
元画像





出典：大阪府資料

[bookmark: _Ref88150104]図 5.21　スカム発生監視や試行実施等の状況



水辺空間の利活用の促進に係わる取組
水辺空間の利活用の促進のための取組を表 5.8に示す。

[bookmark: _Ref88156251]表 5.8　水辺空間の利活用の促進のための取組
	項目
	№
	取組メニュー
	取組の概要
	実施主体

	
	
	
	
	国
	府
	市

	水辺空間の
利活用の促進
	E1
	水辺空間のネットワーク化
	寝屋川流域に点在する水辺空間のマップを作成し、面的に水辺空間の周知を行う。
	
	●
	●
	全12市

	
	E2
	水辺空間サインボードの設置
	寝屋川流域協議会で統一した水辺空間サインボードを作成し、流域一体として周知する。
	
	●
	●
	全12市

	
	E3
	イベント等による水辺空間の魅力の情報発信
	水辺空間を繋いだウォークイベントの実施など、寝屋川流域内の水辺空間を面的に活用したイベントを実施する。
	
	●
	●
	全12市



水辺空間のネットワーク化(E1)
実施主体：大阪府、全12市
寝屋川流域には、親水空間、せせらぎ公園の他、大和川付替等の河川に係る歴史的遺産、散策コース等(図 5.22)の水辺に親しむことのできる水辺空間が各所に点在している。
これらの水辺空間の流域住民による利活用を促すため、水辺空間の情報を集約し、水辺空間マップを作成した上で、個々の水辺空間をネットワーク化した面的な周知を実施する。
ネットワーク化にあたっては、利用者の興味対象や使い方(ルートや距離等)を踏まえ、河川別、ジャンル別、エリア別等に水辺空間マップを作成し(表 5.9、図 5.23)、ホームページでの公表やイベントでの活用などを実施し、寝屋川流域の水辺の魅力を周知する。

[bookmark: _Ref88306325]表 5.9　水辺空間ジャンル分類のイメージ
	ジャンル
	水辺空間

	下水道関連
	放出せせらぎの里(城東区)、中浜せせらぎの里(城東区)、今川のせせらぎ(東住吉区)、平野せせらぎの里(平野区)、竜華せせらぎ緑道(八尾市)、成法せせらぎの小径(八尾市)、鴻池スカイランド(東大阪市)、川俣スカイランド(東大阪市)、なわて水みらい緑地(四條畷市)　等

	河川施設関連
	恩智川治水緑地(法善寺、池島・福万寺)、打上川緑地、寝屋川治水緑地、恩智川多目的遊水地、花園多目的遊水地、城北立坑築造工事インフォメーションセンター、北部地下河川、南部地下河川　等

	大和川付替え関連
	新喜多新田会所跡(城東区)、狐山(八尾市)、安中新田会所跡旧上田家住宅(八尾市)、大和川治水記念公園(柏原市)、柏原市歴史資料館(柏原市)、大和川分水築留掛かり(長瀬川・玉串川)　等

	史跡関連
	平野環濠跡(平野区)、平野川の柏原船使い場跡(八尾市)、点野茨田樋遺跡水辺公園(寝屋川市)、柏原船だまり跡(柏原市)、鴻池新田会所(東大阪市)、吉松新田会所跡(東大阪市)、神並・西の辻遺跡(東大阪市)　等




[image: フェンスに囲まれている建物

低い精度で自動的に生成された説明][image: 水, 建物, 屋外, フェンス が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 屋外, 草, 跡, 電車 が含まれている画像

自動的に生成された説明]





鴻池水路／東大阪市
出典：東大阪市HP
築留二番樋(文化財)／柏原市
出典：農林水産省HP
寝屋川せせらぎ公園／寝屋川市
出典：寝屋川市HP


[bookmark: _Ref88306255]図 5.22　寝屋川流域に点在する水辺空間
[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明][image: テキスト

自動的に生成された説明]








長瀬川コース・玉串川コース／八尾市
出典：八尾市観光協会HP









大和川付け替え・奈良街道コース／柏原市　出典：柏原市HP

[bookmark: _Ref88306338]図 5.23　河川別・ジャンル別（川に係る史跡関連）コース

水辺空間サインボードの設置（E2)
実施主体：大阪府、全12市
流域住民や来訪者が水辺への理解を深めていくために、水辺空間の解説等を記した以下のようなサインボードを作成する(図 5.24)。
・サインボードには、寝屋川流域協議会のホームページにリンクするＱＲコードを明記する。
・サインボードのデザインは統一したものとし、水辺空間に連番を付けて表示するなど統一感を持たせる。


1200mm
寝屋川流域(●●エリア)の水辺空間
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○





NG-1
●
●
●
●
●
NG-2
NG-3
NG-4
NG-5
●●●跡
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○
○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○





○○○○○○○○○○
○○○○
NG-1

○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○





○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○
周辺案内サイン
解説サイン
既存サイン（共通情報の張付け）
QRコード
連番等の貼付け
統一デザイン
QRコード
連番等











[bookmark: _Ref88306431]図 5.24　水辺空間サインボードのイメージ

[bookmark: _Hlk88151250]イベント等による水辺空間の魅力の情報発信(E3)
実施主体：大阪府、全12市
水辺空間マップを活用したモデルコースの設定や水辺空間をつないだウォークイベントの実施など(図 5.25)、寝屋川流域内の水辺空間を面的に活用した以下のようなイベント等を実施し、水辺空間の魅力を情報発信する。
・水辺空間マップを活用したモデルコースの設定
・水辺空間をつないだウォークイベント等の企画、開催
・既存アプリや関連イベントと連携した利用促進

[image: フェンス, 屋外, ボート, 建物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
行政界
昔の街並み・資料館
川に関する記念碑
並木・緑道
公園・緑地
せせらぎ水路
親水施設
水辺の歴史・自然をめぐるコース（○○エリア版）
○△川
□○△川
統一感がある
サインボード





長瀬川　川・まち あるき
出典：大阪府中部農と緑の総合事務所HP






[bookmark: _Ref88328788]図 5.25　モデルコース・イベントのイメージ(左)と取組事例(右)


情報共有･情報発信の強化に係わる取組
「水質の保全・水量の確保」「河川の景観・生活環境の改善」「水辺空間の利活用の促進」の各施策を実施するにあたっては、一部の団体や地域、行政だけの取組とならないよう、ＮＰＯ等との情報共有、流域住民への情報発信を強化し、寝屋川流域全体の取組へ繋げていくこととする。
なお、情報発信先には、世代や寝屋川流域の水環境に対する興味(意識)の違いがあるため、｢誰に｣、｢何を｣伝えるのかを明確にし、必要な情報を効率的･効果的に伝えられる方法を選択する。
情報共有･情報発信の強化のための取組を表 5.10に示す。

[bookmark: _Ref88156348]表 5.10　情報共有･情報発信の強化ための取組
	項目
	№
	取組メニュー
	取組の概要
	実施主体

	
	
	
	
	国
	府
	市

	情報共有･
情報発信の
強化
	F1
	水辺活動等を行っているＮＰＯ等との情報共有
	各種活動の場を活用し、清掃活動や水辺活動を行っている団体に協議会の取組を周知する。

	●
	●
	●
	全12市

	
	F2
	流域住民への情報発信
	各種イベントやＳＮＳを活用し、流域住民に協議会の取組を周知する。

	●
	●
	●
	全12市



水辺活動等を行っているNPO等との情報共有(F1)
実施主体：国交省、大阪府、全12市
各種活動の場を活用し、清掃活動や水辺活動を行っている団体に寝屋川流域協議会の取組を周知するとともに、各団体の情報交換、交流を促進し、以下のような活動の活性化や展開を図る。
・各種団体等へ協議会活動を周知するチラシやニュースレター等の配布
・各種団体から協議会や他活動団体へ情報発信できる仕組みの検討（ニュースレターに活動団からのお知らせコーナーを設ける等）(図 5.26)
・ホームページやSNSの相互リンク
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

自動的に生成された説明]
[image: テキスト, 手紙

自動的に生成された説明]






イベント参加者に寝屋川流域での活動紹介(HP)につながるＱＲコードをプリントしたポケットティッシュを配布
出典：大阪府資料




恩智川クリーン･リバー･プロジェクト　出典：大阪府HP

[bookmark: _Ref88306575]図 5.26　活動紹介ページへつながるＱＲコード入り配布物

流域住民への情報発信(F2)
実施主体：国交省、大阪府、全12市
イベント、ＳＮＳ、河川工事等における配布物などの様々な機会や媒体を活用し、寝屋川流域の水環境に関心の低い人も含めた多くの流域住民に寝屋川流域の水環境の現状や水環境に係わる以下のような取組の情報発信を実施する。
・環境学習などでの情報発信
(総合学習への情報やコンテンツ等の提供、出前講座の内容拡充等)
・インターネット、SNS等による情報発信
(府市のHPや寝屋川流域協議会ツイッターによる定期的な情報発信など)
・イベント、商業施設等での情報発信
(公共施設や商業施設でのパネル展やチラシ配布、自治会への定期的なチラシ配布･回覧等)
・既存配布物等を活用した情報発信 (図 5.27)

[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション, メール

自動的に生成された説明]

河川工事のお知らせ


○○○○で河川工事を行います。ご迷惑をおかけしますが○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○





　　　　　　　　　　○○○○事務所






～こんな取組もしています～
寝屋川流域協議会では○○○○　　　興味がある人は
ご覧ください！

[image: QR コード

自動的に生成された説明]


河川工事の際に周辺住民へ配布するお知らせチラシや工事看板等を活用して、寝屋川流域協議会の取組やホームページを紹介


出典：大阪府HP


[bookmark: _Ref88330094]図 5.27　既存配布物等を活用した情報発信のイメージ
(工事等のチラシを活用して流域協議会の取組を紹介)




取組の推進方法
役割分担
本計画の取組メニューの一覧と各取組の実施主体を表 5.11に示す。
寝屋川流域の水環境の保全を図り、流域の人とまち、水辺をつなぎ、未来に託すことのできる寝屋川を目指すためには、これらの取組を各実施主体が責任をもって実施していく必要がある。
[bookmark: _Ref88156405]表 5.11　本計画の取組メニューと各取組の実施主体
	項目
	№
	取組メニュー
（進捗管理指標）
	実施主体

	
	
	
	国
	府
	大阪市
	守口市
	枚方市
	八尾市
	寝屋川市
	大東市
	柏原市
	門真市
	東大阪市
	藤井寺市
	四條畷市
	交野市

	水質の保全
	A1
	下水道の整備や接続の促進
(下水道整備率･接続率)
	
	●
	
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	A2
	下水処理場における適正処理
(下水処理場の放流水質)
	
	●
	●
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	A3
	合流式下水道の改善
(合流改善事業の進捗率(進捗状況))
	
	●
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	A4
	事業所排水対策の徹底
(実施状況、指導や啓発等の実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	
	
	●
	
	
	

	
	A5
	生活排水対策(啓発・教育)の推進
(実施状況、啓発等の実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	A6
	底泥の浚渫
(浚渫量等の実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	A7
	流域住民等と連携した水路等の水質改善の推進 (対策の実績)
	
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	水量の確保
	B1
	他河川からの浄化導水
(導水量,導水日数等）
	●
	●
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	B2
	地下水の導水
(導水量,導水日数等)
	
	●
	
	
	
	
	●
	
	●
	
	
	
	
	

	
	B3
	下水処理水の利用
(導水量,導水日数等)
	
	●
	●
	
	
	
	
	●
	
	
	●
	
	
	

	河道内の
ごみ対策
	C1
	ごみの発生源対策の推進
(実施実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	C2
	流域住民、NPO、学校等による清掃活動の支援(アドプトリバー登録団体数、流域住民による清掃活動の実施回数・参加者数、流域住民による清掃活動等への支援実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	C3
	水面清掃の実施
(実施日数,回収量等)
	
	●
	●
	
	
	
	
	●
	
	
	
	
	
	

	
	C4
	ごみ発生抑制の啓発と教育
(実施実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	スカム対策
	D1
	底泥の浚渫
(浚渫量等の実績)
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	D2
	フラッシング運転の実施
(フラッシングの回数等)
	
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	D3
	スカム発生の実態把握と発生抑制対策の検討　(実態把握,対策の検討状況)
	
	●
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	D4
	スカムの発生監視等
(発生監視,スカムの発生状況、薬剤散布等の実績等)
	
	●
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	水辺空間の
利活用の促進
	E1
	水辺空間のネットワーク化
(水辺空間マップの作成状況、水辺空間マップの活用状況:HPへの掲載等)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	E2
	水辺空間サインボードの設置
(看板等の設置件数:○件中△件)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	E3
	イベント等による水辺空間の魅力の情報発信 (実績)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	情報共有･
情報発信
の強化
	F1
	水辺活動等を行っているＮＰＯ等との情報共有 (実績)
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	F2
	流域住民への情報発信
(実績)
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●




取組の進捗･目標達成状況の共有
寝屋川流域協議会では、｢水質の保全･水量の確保｣、｢河川の景観･生活環境の改善｣、｢水辺空間の利活用の促進｣のそれぞれについて設定した目標の達成状況を年度毎、もしくは中間年において評価するとともに、本計画に示したすべての取組に対し、進捗管理指標を設け、年度毎に取組の進捗もしくは実施状況を国、府、各市で共有する。
そのうえで、概ね5年目を目処に中間評価を行い、各目標の達成状況と取組の進捗状況等を踏まえて、必要に応じて取組内容や進捗管理方法等の見直しを寝屋川流域協議会において検討する。
[image: ]



















図 5.28　取組の進捗･目標達成状況の共有の方法



モニタリング
水質や水量の調査、河川環境に関する苦情件数など目標達成状況の評価に関する指標(目標管理指標)については、各年度もしくは中間･最終評価時に適切に評価できるようにモニタリングを実施する。(表 5.12)
また、各取組の実施状況などの進捗管理指標(表 5.11)は、取組の実施主体が中心となり、モニタリングや実施状況の集計等を実施する。

[bookmark: _Ref88770893]表 5.12　モニタリング項目と役割分担
	項目
	評価項目
(目標管理指標)
	モニタリング･集計等の分担

	
	
	国
	府
	大阪市
	守口市
	枚方市
	八尾市
	寝屋川市
	大東市
	柏原市
	門真市
	東大阪市
	藤井寺市
	四條畷市
	交野市

	水質の保全
水量の確保
	水質･水量(水質常時監視地点)
	
	●
	●
	
	●
	●
	●
	
	
	
	●
	
	
	

	
	水質(上記以外の河川･水路)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	河川の景観
生活環境の保全
	流域住民の意見(流域住民へのアンケート＊)
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	清掃活動･水辺活動の参加者へのアンケート
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	河道内のごみやスカムによる苦情件数(参)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	ごみ回収量(参)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	水辺空間の利活用の促進
	流域住民の認知度、利用実績(流域住民へのアンケート＊)
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	水辺空間の利活用等に関するイベント等の実施回数(参)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●

	
	チラシ等による水辺空間の周知実績(参)
	
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●


(参)参考項目：p27,p28参照
＊流域住民へのアンケートは中間評価時、最終評価時に寝屋川流域協議会(水環境部会)で実施
流域住民へのアンケート以外は各年で集計等を実施
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区分 大阪市 守口市 枚方市 交野市 寝屋川市四條畷市東大阪市藤井寺市 大東市 門真市 柏原市 八尾市

行政人口1,158,055 143,497 62,248 1,900 229,654 55,352 484,663 1,801 119,126 120,247 38,595 264,867

下水道 1,158,055 143,497 62,106 1,847 229,020 55,251 483,968 1,726 117,949 115,250 35,144 238,540

合併槽 0 0 99 11 0 12 38 63 506 1,430 2,010 7,204

単独槽 0 0 32 38 634 78 341 8 478 3,088 237 14,649

くみ取 0 0 11 4 0 1 316 4 193 479 1,204 4,474

1,158,055 143,497 62,205 1,858 229,020 55,263 484,006 1,789 118,455 116,680 37,154 245,744

100 100 99.9 97.8 99.7 99.8 99.9 99.3 99.4 97.0 96.3 92.8

汚水処理人口(下水道+合併槽)の下段は行政人口に対する割合(汚水処理人口普及率 ％)

汚水処理

人口
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【各年度】

【各年度】

下水道整備率䡡接続率、生活排水対策の実施状況(啓発等の実績)等

ごみの発生源対策の実施実績、地域住民等による清掃活動の実績(実施回数、参加者数等)、スカム対策の状況等

水辺資源の情報発信の実績等

情報発信の実績等

水質、水量

河川の景観、生活環境の改善

《 流域住民へのアンケートを実施 》

・河川への関心や愛着

・水辺空間の認知度や利用実績等

R4 R13 R9頃

中間評価（5年目頃）

目標達成状況、取組の進捗状況等を評価

↓

必要に応じて取組内容、進捗管理方法等を見直し

河川景観䡡生活環境

水辺空間の利活用

取組の進捗䡡

実施状況管理

目標達成状況の

評価

【中間期】

《 流域住民へのアンケートを実施 》

・河川への関心や愛着

・水辺空間の認知度や利用実績等

【最終期】

河川景観䡡生活環境

水辺空間の利活用

最終評価
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大阪市 守口市 枚方市 交野市 寝屋川市 四條畷市 東大阪市 藤井寺市 大東市 門真市 柏原市 八尾市

(％)

下水道整備率㺃接続率(

R2

年度末)

整備率(市) 接続率(市)

整備率(流域) 接続率(流域)

整備率(流域)99.1％

接続率(流域)98.6％

整備率＝下水道整備区域内人口/流域内行政人口、接続率＝下水道接続人口/流域内行政人口
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中浜下水処理場 大阪市 S35.5 第二寝屋川

守口処理場 守口市 S41.4 西三荘水路(寝屋川)

今福下水処理場 大阪市 S41.6 寝屋川

放出下水処理場 大阪市 S42.10 平野川分水路

平野下水処理場 大阪市 S47.4

平野川分水路

平野川

今川,駒川(平野川)

鴻池水みらいセンター 大阪府 S47.7

寝屋川

古川

川俣水みらいセンター 大阪府 S47.7 第二寝屋川

渚水みらいセンター

＊

大阪府 H1.4 寝屋川

なわて水みらいセンター 大阪府 H22.9

岡部川(寝屋川)

讃良川(支川)(寝屋川)

竜華水みらいセンター 大阪府 H22.11

平野川

長瀬川(第二寝屋川)

大正川(平野川)

＊流域外だが、H11から寝屋川に放流

処理場名 所管

供用開始

(年月)

放流河川(合流河川)


